
金
山
町
で
発
見
、

ギ
フ
チ
ョ
ウ
と
命
名

　

ギ
フ
チ
ョ
ウ
は
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ

の
仲
間
で
す
。
後
ろ
の
羽
の
先
に

赤
と
青
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
鮮
や
か

な
紋
様
が
あ
る
の
が
特
徴
。
大
き

さ
は
羽
を
広
げ
る
と
約
５
セ
ン
チ

と
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
よ
り
一
回
り
小

さ
い
。
早
春
に
飛
ぶ
チ
ョ
ウ
と
し

て
知
ら
れ
「
春
の
女め
が
み神
」「
春
の

舞ま
い
ひ
め姫
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
秋
田
県

か
ら
山
口
県
ま
で
の
本
州
で
見
ら

れ
る
日
本
だ
け
に
住
む
チ
ョ
ウ
で

す
。
良
く
似
た
チ
ョ
ウ
に
北
海

道
か
ら
長
野
県
に
生
息
す
る
ヒ

メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
い
ま
す
。

　

桜
前
線
に
乗
っ
て
発
生

す
る
と
言
わ
れ
る
と
お

り
、
サ
ク
ラ
が
満
開

と
な
っ
た
４
月
10
日
、

金
山
町
広
瀬
に
あ
る

池
の
島
公
園
で
開
か
れ

た
ギ
フ
チ
ョ
ウ
観
察
会

で
は
、
地
面
す
れ
す
れ
に

飛
ぶ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

ギ
フ
チ
ョ
ウ
は
１
８
８
３
（
明

治
16
）
年
に
岐
阜
市
の
名
和
昆
虫

博
物
館
の
初
代
館
長
、
故
・
名
和

靖
さ
ん
に
よ
っ
て
金
山
町
祖
師
野

地
区（
当
時
は
郡
上
郡
祖
師
野
村
）

で
発
見
さ
れ
、
ギ
フ
チ
ョ
ウ
と
名

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
名
前
に
県
名

が
つ
い
た
チ
ョ
ウ
は
他
に
「
ナ
ガ

サ
キ
ア
ゲ
ハ
」
が
い
ま
す
。

　
〝
春
の
女
神
〞
と
も
呼
ば
れ
る
ギ
フ
チ
ョ
ウ
を
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
。
今
月
は
約
１
２
０
年
前
に
金
山
町
祖
師
野
で
発
見
さ

れ
た
ギ
フ
チ
ョ
ウ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

市内では萩原・下呂・金山で見られるギフチョウ

発生場所によって色や模様が異なる
ギフチョウ。

里山を舞う
ギフチョウを
訪ねて
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カンアオイの若葉に産みつけられた卵。
敵に見つかりにくいよう葉の裏側に。

　

ギ
フ
チ
ョ
ウ
は
金
山
町
で
発

見
さ
れ
ま
し
た
が
、
知
ら
れ
て

い
な
い
の
が
残
念
。
も
っ
と
Ｐ

Ｒ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
最
近
減
っ
て

い
る
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
里
山
が
な
く
な
っ
て
き

た
の
が
原
因
で
す
。
炭
焼
き
や

山
の
手
入
れ
を
し
な
く
な
っ
た

こ
と
で
里
山
が
荒
れ
、
植
林
で

陽
の
当
た
る
林
が
減
り
カ
ン
ア

オ
イ
が
育
た
な
く
な
り
、
ギ
フ

チ
ョ
ウ
も
見
ら
れ
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
の
で
す
。
里
山
を
守

り
育
て
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

ギ
フ
チ
ョ
ウ
は
地
域
に
よ
っ

て
色
や
模
様
が
違
い
ま
す
。
他

の
産
地
か
ら
ギ
フ
チ
ョ
ウ
を

捕
っ
て
き
て
放
す
こ
と
は
、
そ

の
産
地
の
模
様
が
変
わ
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
産
地
以
外
の
ギ
フ

チ
ョ
ウ
を
放
さ
な
い
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

ま
た
洋
花
の
増
加
や
温
暖
化

で
元
々
こ
の
地
域
に
生
息
し
な

い
チ
ョ
ウ
が
増
え
て
お
り
、
地

域
の
生
態
系
が
崩
れ
て
き
て
い

ま
す
。
昔
か
ら
そ
の
地
域
に
あ

る
花
を
植
え
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

ギフチョウの研究や
保護に情熱を燃やす

河尻 正敏さん
（59歳・金山町）
日本鱗

りんし

翅学会会員
岐阜県昆虫同好会会員

ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
一
生

　

サ
ク
ラ
が
咲
き
始
め
る
４
月
の

あ
た
た
か
い
朝
、
ギ
フ
チ
ョ
ウ
は

羽
化
し
ま
す
。
成
虫
は
2
週
間
ほ

ど
し
か
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
。
羽
化

す
る
と
す
ぐ
に
交
尾
を
始
め
、
カ

ン
ア
オ
イ
の
葉
に
卵
を
産
み
つ
け

ま
す
。約
２
週
間
で
幼
虫
に
ふ
化
。

カ
ン
ア
オ
イ
を
食
べ
て
成
長
し
ま

す
。
約
１
カ
月
後
（
６
月
頃
）、

幼
虫
は
落
ち
葉
や
石
の
下
な
ど
安

全
な
場
所
を
見
つ
け
て
サ
ナ
ギ
に

変
身
し
ま
す
。
ギ
フ
チ
ョ
ウ
は
、

夏
秋
冬
と
一
年
の
大
半
を
さ
な
ぎ

で
過
ご
し
ま
す
。

カ
ン
ア
オ
イ

　

カ
ン
ア
オ
イ
の
仲
間
は
本
州
に

19
種
類
が
分
布
し
お
り
、
市
内
で

は
ヒ
メ
カ
ン
ア
オ
イ
と
い
う
種
類

が
見
ら
れ
ま
す
。

　

一
年
中
、
緑
の
葉
を
茂
ら
せ
て

い
ま
す
が
、
早
春
に
新
し
い
芽
が

芽
吹
き
ま
す
。
市
内
で
は
、
常
緑

広
葉
樹
林
（
雑
木
林
）
内
に
分
布

し
ま
す
が
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
植

林
が
進
み
、
現
在
は
陽
の
当
た
る

林
縁
の
み
で
見
ら
れ
ま
す
。
カ
ン

ア
オ
イ
の
成
長
は
遅
く
、
ま
た
分

布
を
広
げ
る
の
に
も
、
と
て
も
時

間
が
か
か
り
ま
す
。

ギフチョウはカタクリやスミ
レなど紫色系の花が大好き

花がつくまでに数年から
10年かかるカンアオイ

幼虫（上）とサナギ（右）

池の島公園でのギフチョウ観察会（4/10）


